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研究成果の概要（和文）：実行機能の個人差は、幼児期初期にはほぼ環境要因の影響から説明されるが、年齢があがる
につれて、遺伝要因の影響がみられ始めるということが分かった。さまざまな養育態度のうち、「過保護な養育態度」
は、同時点における実行機能とは独立の効果として、後の実行機能を低めることや「過保護な養育態度」は、遺伝的影
響とは独立した環境要因（主に、共有環境要因）として実行機能の発達に影響を及ぼすことが明らかにされた。

研究成果の概要（英文）：Findings from this study suggested that 1) the individual difference in executive 
function at early childhood was explained mostly by environmental influences, while the genetic 
influences emerged with age, 2) overprotection by parents negatively influenced on the development of 
executive function, and 3) the association between overprotection by parents and later executive function 
was mediated by shared environmental influences.

研究分野： 発達心理学
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１．研究開始当初の背景 
 実行機能は、行為や思考のモニタリング及
びコントロールの役割を果たす高次の自己
制御過程である。実行機能の高さは、さまざ
まな面における適応的な発達において重要
な役割を持つ。 
幼児の実行機能を安定的に測定できる課

題が開発され、実行機能は幼児期に急激に発
達することや、幼児期の実行機能は成人とは
異なり、領域一般的な認知スキルであること
などが明らかにされてきた。近年、実行機能
の個人差に影響する環境要因が注目され始
め、家庭の社会経済的地位などの家庭環境が、
発達初期における実行機能の個人差に影響
していることなどがわかってきた。さらに、
環境要因の中でも、子どもの行動への反応性
や子どもの自律的行動へのサポートといっ
た親の養育態度が、幼児期初期における実行
機能の個人差を説明する重要な要因である
ことが分かってきた。 
しかし、実行機能の発達における環境要因

の影響について調べた研究は、研究参加者の
遺伝的類似性に差異のないサンプルで実施
されているために、実行機能と親の養育態度
における個人差を説明する要因としての遺
伝要因の存在や両者の関連における因果関
係の方向性及び遺伝要因の媒介の可能性に
ついては十分な検証がなされていなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、約 250 組 500 名の双生児を対象
とした、実行機能及び親の養育態度に関する
縦断データを使い、幼児期における実行機能
の発達に対する親の養育態度の影響につい
て検証することを目的とした。一卵性双生児
と二卵性双生児という遺伝的類似性の異な
る対象者からのデータを用いることで、さま
ざまな形質における個人差の由来を遺伝要
因と環境要因から考える行動遺伝学の視点
を組み込んだ分析を行うことが可能となる。
実行機能の発達に対する親の養育態度の影
響において、遺伝要因と環境要因が媒介して
いる程度を明らかにするとともに、因果関係
の検証も行うことを目指した。 
 
３．研究の方法 
 在胎週数で修正した月齢が 24 か月・36 か
月・48 か月時点に、双生児の各家庭を訪問し、
個別に実行機能を測る課題を実施した。また、
養育者（主に母親）と双生児の各児が遊ぶ場
面の行動観察及び養育者に対する質問紙調
査から、養育態度等を評価した。得られたデ
ータを、行動遺伝学モデルを組み合わせた構
造方程式モデリングを用いて分析した。 
 
４．研究成果 
（１）実行機能の個人差は、幼児期初期には
ほぼ環境要因の影響から説明されるが、全
般的には、年齢があがるにつれて、遺伝要
因の影響がみられ始めるということが分

かった（図 1）。 

 
 
また、実行機能の発達的変化に寄与する

のは、共有環境要因（同じ家庭に育つ子ど
も達を類似させる方向に作用させる環境
要因）であることも示された（図 2）。この
ことは、実行機能に弱さのある子どもを支
援する際、共有環境要因に焦点をあて介入
することが有効であることを示唆するも
のである。 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）幼児期初期の母親の精神的健康度の低
さ（育児ストレスや抑うつ傾向の高さ）は、
同時点における子どもの実行機能の低さ
のみならず、幼児期後期の実行機能の低さ
にも関連することが示された。一方、幼児
期初期の子どもの実行機能の低さは、幼児
期後期の母親の精神的健康度の高さや暖
かい養育態度、過保護な態度の少なさを予
測することも示された。これらのことから、
子どもの実行機能の能力は、親からの一方
向的な影響を受けるだけではなく、子ども
の能力が親へ影響を及ぼす（特定の養育態
度を「引き出す」など）という方向性が示
唆された。これは、親子の間で双方向的に
影響をし合いながら子どもが発達してい

 

図 2: 実行機能の発達行動遺伝学分析 

 

図 1: 課題毎の単変量遺伝解析 



くとする発達心理学の知見と一致するも
のである。 

 
（３）交差遅延効果モデルと行動遺伝学モデ
ルを組み合わせた構造方程式モデリング
を用いて、因果関係に踏み込んだ分析を行
った。その結果、「過保護な養育態度」は、
同時点における実行機能とは独立の効果
として、1 年後の実行機能を低めることや
「過保護な養育態度」は、遺伝的影響とは
独立した環境要因（主に、共有環境要因）
として実行機能の発達に影響を及ぼすこ
とが明らかにされた（図 3）。親の養育態度
と実行機能の発達に環境要因が媒介する
という本研究の知見は、実行機能の発達を
導くうえでの介入・変更可能な環境要因の
一つを示唆することができたと言える。た
だし説明率は統計的に有意ではあるが小
さく、実行機能の発達を支援していくうえ
で有効な環境要因の存在が他にもあるこ
とが考えられ、今後も分析を続けていく必
要がある。 
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